
決　　　　　　　議

今定例会で次の決議を可決しました。（全文掲載）

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を強く非難する決議

ウクライナをめぐる情勢については、昨年末からウクライナ国境付
近におけるロシア軍の演習が続き、我が国を含む国際社会においては、
緊張緩和に向けての懸命な外交努力がなされてきた。
しかし、2022 年２月 21 日、ロシア政府はウクライナの一部である
東部地域の「独立」を承認し、２月 24 日には、その二つの「共和国」
の「平和維持」を理由に、ロシア軍をウクライナへと侵攻させた。
これら一連のロシアの行動は、ウクライナの主権及び領土を侵害し、
現状を力によって一方的に変更しようとする「武力行使」であり、国
際法及び国際連合憲章に明白に違反している。
こうした事態は、欧州だけの出来事ではなく、我が国が位置するア
ジアを含む国際社会すべての秩序を根底から覆す暴挙である。
さらに、プーチン大統領の核兵器使用の可能性を示唆するような発
言については、世界で唯一の被爆国であり、1982 年に「非核平和都
市宣言」を行った昭島市議会として、到底容認できない。
よって、昭島市議会は、ロシアに対して、ウクライナの国民の生命・
財産・自由を奪う軍事侵攻を強く非難し、無条件でのロシア軍の即時
撤退と平和的解決を行うよう強く求める。

　以上、決議する。

　　令和４年３月３日
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定例会前
開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
５月 31 日 ( 火 )

午前９時 30 分
総務委員会・総務委員協議会

会議室402･403

６月 １日 ( 水 ) 厚生文教委員協議会
６月 ２日 ( 木 ) 建設環境委員協議会
６月 ３日 ( 金 )

特別委員会
６月 ６日 ( 月 )
６月 ７日 ( 火 ) 午前９時 30 分 議会運営委員会

第２回定例会 ＊インターネット中継を実施

開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
６月14日 ( 火 )

午前９時 30 分

本会議（一般質問）＊

議場
６月15日 ( 水 ) 本会議（一般質問）＊
６月16日 ( 木 ) 本会議（一般質問）＊
６月17日 ( 金 ) 本会議（一般質問・議案上程）＊
６月21日 ( 火 ) 補正予算審査特別委員会

会議室402･403

６月 22日 ( 水 ) 総務委員会
６月23日 ( 木 ) 厚生文教委員会
６月24日 ( 金 ) 建設環境委員会
６月27日 (月 )

特別委員会
６月28日 ( 火 )

６月 30日 ( 木 )
午前９時 議会運営委員会
午前９時 30 分 本会議（委員会審査報告・採決）＊ 議場

定例会後
開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
７ 月 中 旬 午前９時 30 分 議会運営委員会 会議室402･403
◇�第２回定例会で審査を希望する請願等は、６月１日（水）午後５時までに提出をお願い
します。

これからの会議の予定

傍聴を希望される方は、市役所4階の議会事務局の窓口までお越しください。
日程等、変更になる場合もありますので、事前にお問い合わせください。

議会事務局　電話０42‐544‐4476（直通）

５月 〜 7 月
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状
況
も
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

二
度
に
わ
た
る
消
費
税

の
増
税
、
社
会
保
障
費
の
削
減

な
ど
、
国
民
に
負
担
を
押
し
つ

け
る
国
の
政
治
に
よ
り
、
貧
困

と
格
差
が
拡
大
し
た
と
考
え
る

が
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答
弁　

貧
困
と
格
差
は
国
で
も

様
々
な
議
論
が
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
必
要
な
施
策
を
し
っ
か

り
市
民
に
届
け
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

質
問　

観
光
資
源
の
一
つ
で
あ

る
深
層
地
下
水
100
％
の
水
道
水

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
考
え
は
。

答
弁　

「
あ
き
し
ま
の
水
」
ブ

ラ
ン
ド
構
築
・
推
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
中
で
、
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
、
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築

し
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
努

め
て
い
く
。

質
問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減

に
つ
い
て
、
柔
軟
剤
や
洗
剤
な

ど
の
日
用
品
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
周
知
・
啓
発
を
。

答
弁　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
含
ま

れ
て
い
る
も
の
と
い
な
い
も
の

が
あ
る
こ
と
を
広
報
し
な
が
ら
、

エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
、
啓

発
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

●
将
来
人
口
展
望

質
問　

昭
島
市
に
住
ん
で
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
、
人
が
集

ま
る
、
転
出
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
柱
に
、
10
年
後
、
人
口
が

更
に
増
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答
弁　
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
の
様
々
な
良
さ
を
伝
え
、
住

ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
更
に
努
力
し
た
い
。

る
。
魅
力
が
広
ま
り
、
住
ん
で

み
よ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
施

策
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁　

多
様
性
と
意
外
性
の
あ

る
楽
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
は
命
題
と
考
え
て
い
る
。

多
様
性
と
意
外
性
を
目
指
し
て

い
く
中
で
昭
島
の
良
さ
が
発
見

さ
れ
、
そ
れ
が
徐
々
に
広
ま
っ

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

質
問　

６
つ
の
視
点
に
加
え
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
す
べ
き
目
標

や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
大
局
的
に
ど
の

よ
う
な
方
針
と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

基
本
計
画
に
お
い
て
、

各
施
策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
を
明
示
し
て
お
り
、
ま
た
、

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
も
基
本
施
策
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便
性

や
重
要
性
を
市
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
市
民
の
利
便
性
を
向
上

す
る
と
と
も
に
、
効
率
化
な
ど

で
生
ま
れ
た
人
的
資
源
を
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
い
く
形

で
、
市
民
生
活
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

●
施
策
の
大
綱

質
問　

住
環
境
の
保
全
に
お
け

る
航
空
機
騒
音
な
ど
の
公
害
対

策
に
お
い
て
、
第
五
次
総
合
基

本
計
画
時
と
比
べ
る
と
、
状
況

が
全
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

近
年
の
我
が
国
周
辺
の

安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
、
基
地
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
き
て
い
る
中
、
航
空
機
騒
音

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
暮
ら
し

に
与
え
る
負
担
が
増
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。
基
本
計
画
は
、

基
本
構
想
に
即
し
策
定
す
る
が
、

社
会
状
況
の
変
化
等
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
前
期
５
年
間
の

後
、
見
直
し
を
図
り
、
後
期
５

年
間
の
計
画
を
策
定
す
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

質
問　
人
権
問
題
が
深
刻
化
し
、

ま
た
、
気
候
変
動
が
大
変
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
中
、
人
間
尊

重
と
環
境
と
の
共
生
に
つ
い
て
、

市
民
に
更
に
共
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
記
載
を
し
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

人
間
尊
重
と
環
境
と
の

共
生
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
普

遍
の
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

基
本
構
想
の
構
成
の
最
初
に
位

置
づ
け
て
い
る
こ
と
も
市
の
思

い
の
現
れ
で
あ
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

（
将
来
都
市
像
）

質
問　

災
害
時
に
は
、
相
互
に

助
け
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
点

で
自
治
会
は
重
要
と
考
え
る
が
、

加
入
率
向
上
に
向
け
た
考
え
は
。

答
弁　

加
入
率
向
上
に
向
け
、

自
治
会
連
合
会
と
一
緒
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、

実
を
結
ば
な
い
状
況
も
あ
る
。

新
た
な
世
帯
の
加
入
に
向
け
、

更
な
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

質
問　
「
ふ
る
さ
と
昭
島
」
は
、

市
民
に
は
共
感
が
持
て
る
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
だ
が
、
他
の
地
域

の
方
か
ら
見
た
場
合
、
違
和
感

が
あ
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　

総
合
基
本
計
画
は
住
宅

都
市
で
あ
る
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
、
行
政
と
市
民
の

共
通
の
指
針
・
目
標
で
あ
り
、

ま
ず
は
市
民
に
愛
着
を
抱
い
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

多
様
性
と
意
外
性
を
取

り
込
み
、
新
し
い
魅
力
を
つ
く

る
こ
と
は
非
常
に
大
事
と
考
え

●
基
本
構
想
の
位
置
づ
け

質
問　

基
本
構
想
、
総
合
基
本

計
画
、
実
施
計
画
と
３
層
構
造

と
な
っ
て
い
る
中
、
基
本
計
画

と
実
施
計
画
を
一
体
化
し
た
理

由
は
。

答
弁　

基
本
計
画
に
、
よ
り
実

効
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
市
民

に
も
理
解
し
や
す
く
な
る
と
の

考
え
の
も
と
、
実
施
計
画
を
内

包
し
た
。

質
問　

基
本
構
想
を
10
年
間
と

す
る
一
方
で
、
基
本
計
画
は
前

期
５
年
間
し
か
示
さ
れ
て
い
な

い
。
後
期
５
年
間
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

基
本
構
想
は
、
将
来
都

市
像
を
掲
げ
た
大
き
な
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
で
あ
り
、
10
年
間

主
な
質
疑

　
今
後
10
年
間
の
昭
島
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
「
基

本
構
想
」
に
つ
い
て
、
基
本
構

想
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
開
催
日	

12
月
13
日
・

	

１
月
27
日
・

	
	
��

28
日

◇
委
員
長 

大
島 

ひ
ろ
し

◇
副
委
員
長 

髙
橋 　

誠

◇
委
員
数 

12
人

◇
審
査
結
果 

 

賛
成
多
数
に　

よ
り
原
案
可
決


